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１．はじめに

　著者らは、これまで木材などの微細組織を鋳型として、

各種セラミックス前駆体溶液を含浸し、そのままセラ

ミックス化するプロセス（バイオキャスト法）を用いて、

精緻な微構造や一次元細孔を有した多孔体セラミックス

を作製してきた。現在、この方法を発展させ、木材の代

わりに紙を鋳型とするセラミックス化プロセス (ペー

パーキャスト法 )を用いて、各種機能性セラミックスを

作製することを試みている。

　焼成すると陶磁器になる紙は、既にいくつか存在し、

販売されている。例えば、陶紙という名前で王子製紙あ

るいは東洋パルプと日鉄鉱業が共同開発したものや、岐

阜県土岐市立陶磁器試験場が開発したセラートなどがあ

る。これらは 80%前後の粘土分と 20%前後のパルプ分

を含み、1250℃程度の温度で素焼き、絵付けした後、本

焼成することにより、薄くて軽く美しい陶磁器作品に仕

上げることができる。しかし、一般陶磁器製品への利用

はほとんどなく、また陶芸用素材としても普及していな

いのが実状である。そこで、機能性のセラミックス紙と

して開発中のコーディエライト系セラミックス紙を用い

て、各種ペーパークラフト作品を制作し、陶芸用素材と

しての可能性を検討した。なお、本セラミックス紙の抄

造条件、焼成条件および特性についての詳細は、別途報

告する。

２．実験方法

　同量の水、パルプ、有機バインダー混合溶液に、市販

コーディエライト粉体を、有機成分に対して約80％加え、

40cm× 40cm× 0.1～ 0.3mmの紙に抄造した。えられ

たセラミックス紙に、コルゲート加工や積層、あるいは

折り紙細工を施し、ハニカム体、皿、各種オブジェを制

作した。焼成は主に 1350～ 1400℃にて行ったが、必要

に応じて素焼き、2回焼成等を行った。また、陶芸用上

絵の具のほか、塩化コバルトや塩化エルビウム水溶液を

用いた着色や、コピートナーに含まれるフェライトを利

用した印字を行った。

３．結果

　図 1は、セラミックス紙から制作したバラの花の焼成
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図1　セラミックス紙によるバラの花

　　　（右 :焼成前、左 :焼成後）
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前と焼成後の写真を示す。花弁の接着は、原料粉体に木

工用ボンドを加えたものを塗布、圧着することにより

行った。焼成後、セラミックス紙は互いに焼結固化して

形状が保たれた。大きさは収縮により約 90％となった。

着色剤として、青色として塩化コバルトを、ピンク色と

して塩化エルビウムを用いた。バラの花に形作った後、

約 10％の塩化コバルトあるいは塩化エルビウム水溶液

に浸し、乾燥後、1350℃にて焼成した。含浸しなかった

セラミックス紙と比べると、端の部分がいくらか溶融す

る傾向を示した。図 2は、短冊状のセラミックス紙を用

いて容器を制作し、1350℃にて焼成した後、陶芸用上絵

の具にて茶色に着色して、さらに 800℃ にて焼成した

「籠」に、上記の「バラの花」と緑に着色した「葉」をア

レンジした作品を示す。

　本実験に用いたセラミックス紙は、薄く、紙としての

機能は全く損なわれていないため、コピー機を用いた印

字が可能であった。図 3は、英語の辞書をコピーして、

製本後、焼成した作品を示す。コピートナーはフェライ

トを含むので、焼成時にコーディエライトと反応し、印

字部分が 2価の鉄の色である茶色に着色された。

　図 4は、陶磁器補修用接着剤（カームライト）とセラ

ミックス紙を組み合わせて制作したミルフィーユとその

作り方を示す。

４．まとめ

　上述の 3作品は、2007年 8月開催の第 17回全日本ア

マチュア陶芸＆ガラス芸術コンテストに出品し、バラの

花のオブジェが入選、ミルフィーユが佳作の栄誉を得た。

同コンテストにはセラミックス紙を用いた作品は他には

なく、今後、セラミックス紙の陶芸分野での利用が進む

ことを期待したい。

　なお、当初の目的である機能性セラミックスへの利用

については、コルゲート加工することにより、図 5に示

すようなハニカムフィルター、超軽量多孔体等への応用

を検討中である。
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図3　鏡の上に配置したセラミックス製英英辞典図2　バラの花のオブジェ

図4　ミルフィーユレシピ

図5　ハニカムフィルター

　　　（右 :焼成前、左 :焼成後）




